
 

株式会社外為どっとコム 店頭外国為替保証金取引説明書（外貨ネクストネオ） 新旧対照表    

 

＜2020 年 12 月 19 日改訂＞  

 

                                                                  （下線部は変更箇所） 

新（変更後） 旧（変更前） 
店頭外国為替保証金取引説明書(外貨ネクストネオ) 

 

(略) 

 

Ⅰ．店頭外国為替保証金取引のリスクおよび委託財産の管理方法について 

1.～8.（略） 

 

9．当社は、店頭外国為替保証金取引のリスクをヘッジする目的で以下の金融機関等を相手方とし

てカバー取引を行っております。 

 

（略） 

 

■バークレイズ銀行（Barclays Bank PLC） 

銀行業（英金融行為機構および英健全性規制機構による監督） 

 

（略） 

 

10．当社ではお客様の預託金につき、株式会社三井住友銀行、みずほ信託銀行株式会社、株式会

社あおぞら銀行および FX クリアリング信託株式会社の顧客区分管理信託口座にて、当社の固有

財産とは区分して管理しております。なお預託金が信託へ入金されるまでの間は顧客区分管理信

託口座の保全対象となりませんが、その間もクイック入金サービス提携金融機関において預託金

等であることが名義により明らかな預金口座にて、当社の固有財産とは区分して管理しておりま

す。クイック入金サービス提携金融機関は以下の URLにてご確認ください。 

(https://www.gaitame.com/srvlist/convenient/asset/deposit.html#quick) 

 

（略） 

 

Ⅱ．店頭外国為替保証金取引のリスクについての説明 

 

（略） 

 

Ⅲ．店頭外国為替保証金取引説明ガイド 

1. ～3.（略） 

 

4. 取引方法について 

本取引では、インターネットを通じ、各種端末にて行われます。取引チャネル毎の推奨環境や対

応機種等につきましては、当社ホームページでご確認ください。 

（略） 

 

 

 

店頭外国為替保証金取引説明書(外貨ネクストネオ) 

 

(略) 

 

Ⅰ．店頭外国為替保証金取引のリスクおよび委託財産の管理方法について 

1.～8.（略） 

 

9．当社は、店頭外国為替保証金取引のリスクをヘッジする目的で以下の金融機関等を相手方とし

てカバー取引を行っております。 

 

（略） 

 

■バークレイズ銀行 東京支店（Barclays Bank PLC Tokyo Branch） 

銀行業 

 

（略） 

 

10．当社ではお客様の預託金につき、株式会社三井住友銀行、みずほ信託銀行株式会社および株

式会社あおぞら銀行の顧客区分管理信託口座にて、当社の固有財産とは区分して管理しておりま

す。なお預託金が信託へ入金されるまでの間は顧客区分管理信託口座の保全対象となりません

が、その間もクイック入金サービス提携金融機関において預託金等であることが名義により明ら

かな預金口座にて、当社の固有財産とは区分して管理しております。クイック入金サービス提携

金融機関は以下の URL にてご確認ください。 

(https://www.gaitame.com/srvlist/convenient/asset/deposit.html#quick) 

 

（略） 

 

Ⅱ．店頭外国為替保証金取引のリスクについての説明 

 

（略） 

 

Ⅲ．店頭外国為替保証金取引説明ガイド 

1. ～3.（略） 

 

4. 取引方法について 

本取引では、リッチアプリ（Windows PC・Macintosh PC 対応）、Webブラウザ（Windows PC・Macintosh 

PC 対応）、スマートフォンアプリ（iPhone・Android 対応）、タブレットアプリ(iPad 対応)、モバ

イル（i-mode・Yahoo!ケータイ・EZweb 対応）の各取引チャネルを用意しております。取引チャ

ネル毎の推奨環境や対応機種等につきましては、当社ホームページをご参照ください。 

（略） 

 



 

5. ～10.（略） 

 

11．カバー取引 

（略） 

当社がダイレクトカバーの対象とする基準 Lot数は、為替相場への影響が大きいと予想される事

項（国内外の政策金利、経済指標等）の発表タイミング前後のほか、その時点の為替相場の変動

状況や市場の流動性、カバー先金融機関等の条件に応じて、通貨ペア毎に随時変更いたします。

また、ロスカットの執行に伴う全保有ポジションの強制決済（成行注文を自動発注）においては、

投資家保護の観点に基づく迅速かつ確実なロスカットの執行、および本取引のサービスレベル維

持を両立する目的で、その基準 Lot数をロスカット以外の注文とは異なる設定とする場合があり

ます。ダイレクトカバーの対象となる注文の基準 Lot数につきましては、当社ホームページをご

参照ください。 

 

以下省略 

以上 

5. ～10.（略） 

 

11．カバー取引 

（略） 

当社がダイレクトカバーの対象とする基準 Lot数は、為替相場への影響が大きいと予想される事

項（国内外の政策金利、経済指標等）の発表タイミング前後のほか、その時点の為替相場の変動

状況や市場の流動性、カバー先金融機関等の条件に応じて、通貨ペア毎に随時変更いたします。

ダイレクトカバーの対象となる注文の基準 Lot数につきましては、当社ホームページをご参照く

ださい。（略） 

 

 

 

 

以下省略 

以上 

 


